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研究成果の概要 

2024 年度は、各グループでの成果に加え、グループ間およびチーム間共同研究成果を発表し

た。山本Ｇでは、有機液滴発振器の楕円変形と Q 減衰に基づく光ポンピングおよび電気的にスイ

ッチング可能なマイクロレーザーアレイ（論文１）、段階的コアセルベーションと対称的な区画化によ

るπ共役高分子コロイド分子の自発的形成（論文２）、単分散キラルポリマーマイクロ球体による角

度異方的円偏光発光、超高速水分放出のための構造柔軟性と永久多孔性を特徴とするファンデ

ルワールス多孔質結晶、高混和性励起状態分子内プロトン移動色素による低閾値球体レーザー、

単結晶 CsPbBr3による垂直共振器型面発光レーザー、微小球体共振器内のドナー-アクセプター-

ドナー分子からの超高速エネルギー移動誘起レーザー発振について発表を行った。 

吉岡 Gでは、インクジェット印刷法による SU-8光導波路への有機テーパーエッジ光共振器の水

平方向直接実装、および 950 nm、1550 nmの二つの波長帯の外部光源にてそれぞれ whispering 

gallery modes (WGMs)の光結合を実現した。また、回折格子を備えた Si3N4マイクロリングのクラッ

ド領域にレーザー活性層を導入したアクティブクラッド型マイクロレーザーデバイスを山本 G と共同

で開発し、通常増幅が難しいベッセルガウシアンモード（動径方向の伝搬経路）による効率的なレ

ーザー発振、およびWGMs との同時レーザー発振を実現した（論文３）。 

山下Ｇでは、室温ポラリトン形成のプラットフォームとしている CsPbBr3 微小共振器をより高品質

化することに取り組み、乾湿ハイブリッドによる新規作製手法を開発した（論文４）。また、既存の気

相成長法の改良により、きわめて高品質な CsPbBr3 単結晶の作製にも成功している。さらに、

CsPbBr3 の室温ポラリトン凝縮におけるスピノール凝縮の存在、アキラルな有機結晶微小共振器中

での疑似スピン軌道相互作用によるポラリトン状態としてキラリティの発現を明らかにし、論文準備

中である。この他、岩本チームの高橋との共同による 3次元カイラルフォトニック結晶中での円偏光

モードの発現も明らかにした（論文５）。 
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